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「兵庫・憲法県政の会」検索！ 【部内資料】 

７
月
の
知
事
選
挙
後
、
４
期
目
に
は
い
っ
た
井
戸
県
政
が
ま
っ
先

に
取
り
か
か
っ
た
の
が
、
現
在
進
め
て
い
る
「
第
２
次
行
革
プ
ラ

ン
」
の
「
見
直
し
」
で
す
。 

ま
だ
、
具
体
的
内
容
は
、
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
に

明
ら
か
に
な
っ
た
「
検
討
方
向
」
を
見
て
み
ま
す
。 

 
 

の
り(

憲) 

 

の
り(

法)  

  
 

コ
ラ
ム 

 

情
報
隠
し
法
案
を
考
え
る 

 
 
 
 
 
 

 

い
ま
、
衆
議
院
の
特
別
委
員
会
で

「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」
と
い
う
行
政

が
情
報
を
隠
す
た
め
の
法
案
が
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、

国
民
の
知
る
権
利
が
制
限
さ
れ
、
市
民

の
行
政
機
関
を
監
視
す
る
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
活
動
や
報
道
機
関
の
取
材
の
自
由
が

侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も

連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
こ
の
法

案
の
致
命
的
な
欠
陥
は
、
民
主
主
義
の

も
と
で
は
行
政
機
関
な
ど
が
保
有
す
る

情
報
は
本
来
国
民
に
帰
属
し
て
お
り
、

原
則
と
し
て
国
民
は
政
府
が
保
有
す
る
情

報
を
自
由
に
入
手
す
る
権
利
を
有
す
る
と

い
う
点
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
▼
安
倍
首
相
は
、
米
国

な
ど
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
る
た
め
に

秘
密
保
護
の
法
律
が
必
要
だ
と
い
い
ま

す
が
、
米
国
で
も
、
機
密
を
指
定
す
る

場
合
に
は
、
機
密
の
内
容
に
応
じ
て
機

密
を
解
除
す
る
時
期
を
特
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
期
間
を
超
え
て
指
定

で
き
る
情
報
は
厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
秘
密
指
定
の
濫
用
や

指
定
解
除
時
期
の
恣
意
的
な
設
定
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
▼
米
国
か
ら
提
供
さ
れ
た
情

報
が
、
米
国
で
は
機
密
解
除
さ
れ
て

も
、
日
本
で
は
「
特
定
秘
密
」
に
指
定

さ
れ
た
ま
ま
な
ど
と
い
う
滑
稽
な
事
態

が
生
じ
る
と
ん
で
も
な
い
法
案
で
す
。 

▼
法
案
で
は
警
察
以
外
の
地
方
自
治
体

の
情
報
は
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

法
律
が
成
立
す
れ
ば
次
は
地
方
自
治
体

の
情
報
隠
し
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
は

明
ら
か
で
す
。
是
非
廃
案
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
悪
法
で
す
。
（
Ｍ
） 

井
戸
県
政
に
な
っ
て
加
速
し
た

「
行
革
プ
ラ
ン
」 

 
 

財
政
難
を
理
由
に
１
９
９
９
年
か
ら

始
ま
っ
た
「
県
行
革
」
は
、
井
戸
県
政
に

な
っ
て
加
速
し
、
２
０
１
０
年
に
第
２
次

行
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
３

年
目
に
あ
た
る
今
年
度
、
見
直
し
を
行

い
、
県
民
と
職
員
に
い
っ
そ
う
の
犠
牲
を

押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

福
祉
・
医
療
・
子
育
て
支
援
の
さ

ら
な
る
削
減 

 

ま
ず
第
一
の
特
徴
は
、
福

祉
・
医
療
・
子
育
て
支
援
の

削
減
で
す
。 

 

国
が
70
～
74
歳
ま
で
の

医
療
費
自
己
負
担
を
１
割
か

ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ
を
検

討
し
て
い
る
の
に
合
わ
せ

て
、
県
の
65
～
69
歳
ま
で

の
医
療
費
助
成
の
自
己
負
担

１
割
を
２
割
へ
。
ま
た
一
人

親
家
族
へ
の
医
療
費
助
成
を

子
ど
も
本
人
だ
け
に
縮
小
。

私
立
学
校
経
常
費
補
助
の
見

直
し
等
々
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。 

県
職
員
削
減
で
台
風
被

害
も
拡
大 

 

第
二
は
、
県
職
員
の
さ
ら

な
る
削
減
で
す
。 

 

職
員
は
、
２
０
０
８
年
か

ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
10

年
間
に
３
割
削
減
の
目
標

で
、
す
で
に
こ
の
６
年
間
で

22
・
２
％
２
３
６
９
人
を

削
減
、
引
き
続
き
減
ら
す
方

向
で
す
。 

 

そ
の
人
員
減
は
、
例
え

ば
、
総
合
土
木
職
と
建
築
職

を
30
％
４
０
０
人
も
削
減
し
た
結
果
、
道

路
・
橋
・
河
川
の
日
常
的
な
維
持
管
理
も

充
分
で
き
な
い
事
態
と
な
り
、
先
の
台
風

18
号
で
も
そ
の
被
害
を
拡
大
す
る
な
ど
、

重
大
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

大
規
模
開
発
は
引
き
続
き
温
存 

 

第
三
に
、
財
政
難
の
主
な
要
因
で
あ
る

大
規
模
開
発
は
引
き
続
き
温
存
で
す
。
特

に
、
建
設
中
の
東
播
磨
南
北
道
路
を
は
じ

め
、
名
神
湾
岸
連
絡
道
路
、
播
磨
臨
海
地

域
道
路
な
ど
今
後
の
計
画
を
含
め
高
速
道

路
建
設
は
目
白
押
し
で
す
。 

 

以
上
の
よ
う
な
、
県
民
不
在
の
４
期
目

の
井
戸
県
政
に
対
し
て
、
県
民
の
大
き
な

た
た
か
い
・
運
動
の
発
展
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

対
県
交
渉
を
計
画
（
「
『
行

革
』
ス
ト
ッ
プ
連
絡
会
」
） 

「
県
民
い
じ
め
の
『
行
革
』
ス
ト
ッ

プ
！
要
求
実
現
連
絡
会
」
は

12

月

25

日
、
「
第
２
次
行
革
プ
ラ
ン
」
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
県

民
生
活
向
上
の

た
め
の
施
策
の

充
実
を
求
め
、

交
渉
を
行
い
ま

す
。 「

県
民
へ
の

負
担
増
や
県
職

員
の
賃
金
削
減

で
一
層
景
気
は

冷
え
込
み
、
果

て
し
な
い
『
行

革
プ
ラ
ン
』
策

定
の
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
」

と
し
て
、
団
体

署
名
も
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。 

昨
年
の
交
渉 

県業者大会決起集会（２面参照） 

県庁前早朝宣伝（左）には２５人、大

丸前昼宣伝（上）には６５人が参加 



 

 

県
民
の
く
ら
し
と
雇
用
守
る
県

政
へ
の
転
換
を
（
兵
庫
労
連
） 

兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合
（
兵
庫
労

連
）
は

11

月

18

日
、
「
公
契
約
適
正

化
・
条
例
制
定
」
、
「
中
小
企
業
振
興
条

例
制
定
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
」
、
「
非
常
勤
・
非
正
規
雇
用
労
働

者
問
題
の
改
善
」
な
ど
を
求
め
、
兵
庫
県

と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
交
渉
は
、

「
か
が
や
け
憲
法
！
全
国
縦
断
キ
ャ
ラ
バ

ン
２
０
１
３
」
の
一
環
と
し
て
と
り
く
ま

れ
た
も
の
で
す
。 

津
川
知
久
兵
庫
労
連
議
長
は
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
な
ど
ひ
と
握

り
の
多
国
籍
企
業
の
利
益
ば
か
り
を
追
求

す
る
国
の
政
治
の
も
と
、
県
民
の
く
ら
し

と
雇
用
、
地
域
、
そ
し
て
平
和
を
第
一
に

し
た
政
治
へ
の

転
換
が
必
要
」

と
強
調
、
参
加

者
か
ら
は
県
施

策
の
充
実
を
求

め
る
意
見
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
交
渉
に
は

兵
商
連
の
代
表

も
参
加
し
ま
し

た
。 

 
兵

庫

労

連

は
、
こ
の
他
、

神
戸
市
、
丹
波

市
、
篠
山
市
、

三
田
市
、
兵
庫
労
働
局
、
神
戸
市
医
師
会

と
も
交
渉
・
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

16

 「変えよう！兵庫県政」 第１６号 ２０１３年１１月２５日（２） 

高校通学区拡大に広がる不安 
保護者らの危惧の声相次いだ「フォー

ラム」 
県教育委員会は、保護

者や教職員の反対や不安

の声を聞かず、２０１５

年度から高校通学区を１

６学区から５学区に、拡

大しようとしています。 

１１月２日開かれた

「高校通学区が拡大して

どうなる兵庫の教育？」

（兵庫県教育研究集会実行委員会主催）では、「学校間の

競争が激しくなってくるのは明らか。競争の中で高校受験

をさせたくない」（保護者）、「高校の序列や競争があお

られるとともに、生徒集めのための中学校訪問や特色化に

手を取られ、本来の生徒への教育がそがれてしまう。生徒

たちは遠距離通学になり、学習や部活動の時間が減る」

（高校教師）、「地域の子どもは地域で育って地域に帰っ

てきてほしいというのが住民の願い」（市会議員）などの

声が相次ぎました。 

最後にコーディネーターから「県教委が実施するとして

いる１年前になっても具体的に決まっておらず、不安にな

るのは当然だ。地域のよさ、地域のきずなが失われてしま

う。今後もそれぞれの立場で運動や声を広めよう」と呼び

かけられました。 

受験生「支援」を名目に、元県教委関係者らが統一模

試」を実施 
高校通学区拡大による不安が広がる中、元兵庫県教育長

らが創設した「兵庫県進路選択支援機構」が１１月３日、

県内全中学生を対象に「統一模試」を実施しました。高校

通学区の拡大で競争があおられるなか、営利目的の統一模

試は県教委幹部や管理職の天下り先を確保するような重大

な問題です。 

受験した人数は明らかになっていませんが、受験料４０

００円の模試を県内の全中学生（約１６万人）が受験する

と、６億４千万円の受験料が発生することになります。 

日
、
17
日
は
神
戸
元
町
大
丸
前
で
、
「
特

定
秘
密
保
護
法
案
の
廃
案
」
な
ど
を
求
め

る
宣
伝
行
動
を
他
の
団
体
と
と
も
に
展

開
。
２
日
間
で

70

数
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

民
商
・
兵
商
連
も
県
部
局
な
ど

13
ヵ
所
と
い
っ
せ
い
交
渉 

中
小
業
者
の
き
び
し
い
経
営
と
く
ら
し

の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
兵
庫
県
商
工

団
体
連
合
会
（
兵
商
連
）
は
11
月
20
日
、

５
年
連
続
で
中
小
業
者
決
起
大
会
を
開
き

ま
し
た
。 

早
朝
の
県
庁
前
宣
伝
、
午
前
の
元
町
大

丸
前
宣
伝
に
続
き
、
午
後
は
兵
庫
県
の
産

業
労
働
部
な
ど
各
部
局
と
金
融
機
関
な
ど

13
ヵ
所
へ
の
い
っ
せ
い
交
渉
を
展
開
。 

交
渉
で
は
、
県
内
３
３
０
業
者
の
経
営

の
調
査
結
果
を
示
し
、
「
地
域
経
済
を

担
っ
て
き
た
中
小
業
者
の
経
営
は
死
活
の

ふ
ち
に
た
っ
て
い
る
」
と
訴
え
、
中
小
企

業
振
興
条
例
の
制
定
や
店
舗
・
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
、
中
小

業
者
が
地
域
で
商
売
で
き
、
生
き
抜
く
た

め
の
施
策
の
充
実
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

交
渉
後
の
決
起
大
会
で
は
、
「
住
民
の

く
ら
し
を
守
る
自
治
体
の
役
割
は
い
っ
そ

う
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
小

業
者
が
生
き
抜
く
た
め
の
施
策
の
充
実
を

求
め
た
、
私
た
ち
の
要
望
に
対
す
る
回
答

は
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と

す
る
大
会
決
議
を
採
択
し
、
引
き
続
き
、

兵
庫
県
を
は
じ
め
各
自
治
体
へ
の
運
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
決
起
大
会
に
は
、

兵
庫
労
連
、
日
本
共
産
党
兵
庫
県
会
議
員

団
か
ら
連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

「福島を忘れるな！」 
再稼働反対の声を政府へ 

 東 日 本 大 震

災、東電福島原発

事故発生から２年

８カ月目の１１月

１１日、原発をな

くす兵庫の会は

「イレブンアク

ション統一行動」

に取り組みまし

た。 

 三宮交通センタービル前の早朝宣伝では「福島の惨事を忘

れたかのような原発再稼働は許されない」「高浜原発が福島

第１原発と同じような事故を起こせば、兵庫も基準値以上の

高濃度の汚染が襲う」と労働者、市民に呼びかけました。 

 夕方は三宮・東遊園地で出発集会を開き、兵庫労連津川議

長が「福島の叫び・思いを共有しよう。再稼働反対、原発な

くせの運動と特定秘密保護法案廃案の運動を連動させて闘お

う」と訴えました。その後、約１００名が「関西電力原発や

めろ」「日本の原発ぜーんぶ廃炉」とゼロこねっとの若者の

リードでコール。三宮センター街から海岸線を歩き関西電力

神戸支店前での大きなコールで行動をしめくくりました。 

産業労働部長に要望書を渡

す 磯 谷 吉 夫 兵 商 連 会 長

（右） 

兵庫県とは各部局７ヵ

所と交渉 


